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馬と暮らす旧城下町再生の提案的研究
A Proposal for the Revitalization of the Old Castle Town Living with Horses

武蔵野大学大学院 環境学研究科 環境マネジメント専攻　太田恭輔

01_ 背景と目的
　柳田國男の『遠野物語』で知られる岩手県遠野市には、100 年以上前の物語に出てくる景観
が現在もかろうじて息づいている。
　市街地では遠野固有の町家、集落では南部曲り家といった地域の特徴をもつ建築が残り、数
百年前から脈々と続く馬との暮らしの文化も所々で目にする。しかしこれらは文化財的な価値
を評価されず、次々と解体され衰退していく現状にある。
　本研究では、遠野町家を軸にした都市構造の骨格と、市街地における馬と暮らす文化の再生
を目指し、「馬と暮らす旧城下町」を形成するための第一歩の計画を行う。

市街地の遠野町家 集落の曲り家と腰折れ屋根の小屋

放牧地「荒川高原牧場」を駆ける馬

■計画地：遠野市旧城下町について
　旧城下町は鍋倉城を中心に軸線をとる通りと、それに直行する通りが配され、早瀬川と来内
川に挟まれた半径 1kmの半円形地域である。旧城下町を横切る一日市通りを含む釜石街道が
表通りと言われている。遠野駅により、釜石街道に直行する中央通りが活気づき、裏通りであっ
た仲町通りは、現在は市庁舎や蔵の道広場の整備によって段々と裏表の関係は入れ替わりつつ
ある。駅前を中心に、行政機関が集まるエリアと、再開発が進んだエリア、西の大工町には社
寺が集まり、南側の一日市通りに沿う商店街が、現在の街を構成している。

バリエーション豊かな遠野町家かつての背割り道路だと思われる空地

敷地を隔てる塀

航空写真：1948年の旧城下町

通りと裏庭をつなぐ通り土間「路地」遠野町家の基本的な構成

■遠野町家の構成
　市街地に多く残る町家は、表通りから敷地奥の背割り道路に抜けていく「路地」( ロウジ )
と呼ばれる土間空間があることが大きな特徴である。遠野にの町方言葉に「おどしぇっておぐ
れんせや」という言葉がある。「ちょっと通してください」という意味で、近隣の住人は声を
かけながら、路地を通り抜けていた。住居の中を近隣の人が通り抜ける路地の空間が、城下町
の住人たちの重要な場であったと言える。しかし、敷地が区切られ行き来がなくなると、この
住人同士が顔を付き合わせる独特な生活文化は姿を消してしまった。

■町割りに残る「背割り道路」
　研究室の過去の研究から、街区の中に誰のものでもない「背割り道路」と呼ばれる空地があっ
た事がわかっている。これは隣地の共有空間であり、子どもの遊び場であったり立ち話の行わ
れる空間だったそうである。また、戦後のある時期まで遠野の市街地には敷地境界に塀がない
のが一般的であり、人が敷地を跨いで行き来できたことが、この背割り道路を成立させていた
と言える。この遠野独特のコミュニティ空間は、戦後遠野の敷地境界に塀が一般化したことで、
共有空間として使われなくなってしまっている。

背割り道路の抽出

一日市通り

仲町通り

かつての裏通り：仲町通り

表通り：一日市通り遠野市旧城下町

市庁舎

とおの物語の館

市民センター

鍋倉城跡

遠野駅萬福寺

善明寺

瑞応院

02_ リサーチ

一日市通一日市通一日市通一日市通一日市通一日市通日市通日市一日市通一日市通りりりりりりりりり

り仲町通り仲町仲町仲町通り仲町通り町通り仲町

馬と暮らす建築：断面詳細パース S=1/30
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①　馬の歩くグリーンパス

②　馬のためのオープンスペース

③　馬と暮らす建築

Ⅰ . 既存街路に交わる新グリッド
敷地境界にたつ塀を取り除き、敷地をまたぎ
街区をつなぐ馬道を作る。ネットワークは徐
々に拡張し、城下町全体が馬場となる。

イ . 旧背割り道路の活用
町家に囲まれた、街区の空地に「駒寄せの道」
を建て放牧地を作る。塀を柵に作り変えるこ
とで、人と馬の居場所を分けながら共存する。

ⅱ . 町家ロウジの解放
遠野町家の特徴である路地の空間を強調する
ように改修を施し、街に解放する。町家の生
活文化を再生し、建築の遺産を更新する。

ロ . 駐車場の還元
市街地に過剰に生成される駐車場の一部を、
馬のパドックにする。通りに対して人と馬が
滞留する場が生まれ、景観が変わっていく。

ⅲ . 川を歩く親水空間
城下町の内掘りである来内川の護岸を歩く遊
歩道を計画する。川に触れず、擁壁を基礎と
見立て、馬と歩く親水空間を作る。

ハ . 既存の広場の利用
人が集まる広場に、パドックを作り、乗馬や
調教の風景を日常的に人の目に触れさせる。
広場に作る策は、空間の性格に多様性をうむ。

いくつかの遠野町家を改修し、馬と暮らすプログラムを組み込んでいく。バリエーショ
ンを持った町家が、路地やデッキを介して繋がり、街区の中に共有された放牧地があ
る空間を作る。街を切り開くグリーンパスと居場所を作るオープンスペースを、街の
中に落とし込み、まとめていく建築である。

町家ロウジの解放
旧背割り道路の活用
馬と暮らす建築

既存街路に交わるシングリッド

既存広場の利用

駐車場の還元

川を歩く親水空間
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2 坂上田村麻呂による開拓

県立遠野中学校（現遠野高校）が設立する

南部氏が鍋倉城に移り、遠野南部氏となる

遠野市と宮守村が合併する

阿曽沼氏が遠野十二卿の地頭となる

町村合併により新たに遠野市として発足する

天明の大飢饉、南部藩の死者 103900 人にのぼる

早池峯神社を開く

小友で葉タバコの栽培が始まる

宝暦の大飢饉、遠野領内では死者 2500 人、死馬 2000 頭にのぼる

荒川高原が重要文化的景観に指定される

阿曽沼氏が南部氏の家臣の地位につく

遠野ふるさと村がオープンする

市町村制がしかれる

東日本大震災

10 年間の千葉家保存修復工事が開始

組織的な牧場経営が始まる

遠野市新市庁舎が建設

空き家を改修して「1人と１頭の家」に

ロウジの改修、空き部屋を貸すなどの町家活用が始まる

旧城下町から塀がなくなる、背割り道路の再生

街ぐるみでの馬の管理、生業として成立

馬と暮らす生活文化の再定着

柳田國男が『遠野物語』を著す

松尾芭蕉が平泉を訪れる

南部曲り家千葉家住宅が重要文化財に指定される

市内附馬牛村に東禅寺を開く

市総合発展計画「トオノピアプラン」が制定される

南部藩の各地で一揆が起こる

陸奥の馬をみだりに買い取ることを禁じる

石線が全線開通する

この年の南部藩の人口 35 万人、馬 75000 頭

旧遠野十二卿が南部氏の所有となり、城代がおかれる

遠野風の丘がオープンする、遠野「馬の里」の開設

遠野町大火がおこる、穀町、一日市町で 200 戸あまりが消失
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空き家を改修し、人 1人と馬 1頭が暮らす住宅を作る 町家の奥に残る平屋の空き家

03_ コンセプト 04_ マスタープラン

■馬と社会の関わりを作る
　固有の生活文化、建築資産、馬産の歴史、これらを再構築を目指す計画として、市街地にお
ける馬との暮らしを軸に据えて、自立した生業を循環させることを目指す。町家の特徴的な空
間を強調し、かつてのコミュニティを再生させることで、空間の価値を可能な限り可視化する。

■時間をかけて環境を作る
　旧城下町で計画するインフラや建築を、少しづつ街に作ることで、街の中で馬と暮らす生活
文化を自然に再生させていく。馬の頭数が増えると、次第に馬が地域に貢献できる事柄も増え
ていく。乗用や馬糞の堆肥利用はもちろん、地元の学校と連携した教育や、外部の人も利用で
きる動物介在療法など、馬がいることによって街に発生する人々の生業は多く生まれる。

■馬と暮らす旧城下町の未来
　旧城下町に新しく生まれる、「馬が歩くグリーンパス」、点在する空地や駐車場に設ける「馬のためのオープンスペース」、街の中心部に 1街区をモデルに遠野町家の改修を施す「馬と暮らす
建築」。これらを遠野における 5~10 年後の「馬と暮らす旧城下町」の未来として記す。

■1人と 1頭の実験住宅　
　馬と暮らす生活を目指す第一歩の計画として、旧城下町でまず馬と人が暮らす小さな平屋の住宅を提案する。街区の空地に残された、空き家となっている小屋を改修して人と馬が同じ屋根
の下で生活する。簡易な柵を設け、その中で馬を 1頭放し飼いにする。長期的な目標を見据える計画として、何よりもまず馬と人が市街地の中で暮らしているという状況を簡易的に作る。そ
してここから少しづつ時間をかけて、周りの町家へ空気が伝わり、それが街区を巻き込み、やがては通りを、そして旧城下町全体へと伝播していく。

有機的につながる環境

段階的に広がるプログラム 計画のマスタープラン
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■ロウジ屋根
　ポリカーボネート

■ロウジ架構
　遠野産松材 50x150@955
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■貫
　50x150

■柵建具
　50x50

■鉄骨梁
　150x180@2000

■鋼管杭：ブレース
　φ=150@2000

■鋼管杭：吊束
  φ=150@2000

■ウッドデッキ
　300x90

■街に溢れる駐車場の還元
　開発と同時に、古い建築を復元する動きがある。しかし建物は大きく後退し、前面を駐車場
をとしたことで街並みの復元には至っていない。この一部に人や馬が滞留できる空間を作るこ
とで、形の保存に留まらない、使われ方や生活文化までの再生につながるのではないだろうか。。
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05_ 馬の歩くグリーンパス 06_ 馬のためのオープンスペース 07_ 馬と暮らす建築
■既存街区に交わる新グリッド
　敷地境界を隔てる塀を、もう一度無くしてみる。屈折を繰り返して、隙間を縫うように通る
ネットワークは、旧城下町に暮らす馬の数と比例するように拡張していく。これらは空間をつ
なぐ物理的なネットワークから、人々をつなぐ概念的なネットワークへと昇華する。

■町家に囲まれた旧背割り道路の活用
　塀によって仕切られた空地を、馬のための小さな放牧地として共有する。敷地を跨ぐように
小高い「駒寄せの道」を作る。これは「塀」や「柵」であると同時に「道」でもある。人の動
きを遮断する塀を、柵に変えることで、人と馬の居場所を分けながら共存させる役割をうむ。

■計画地について
　遠野町家を改修するモデル地域として、仲町通りと一日市通りの間の街区を設定する。いく
つかの遠野町家が点在しており、市街地の中心部に位置する。町家とそれに囲まれた空地を、
馬と人のための空間に作り変えていく。

■町家の路地を解放する
　かつての生活の中にあった「おどしぇっておぐれんせや」の文化を再生させる。路地という
建築と一体化した通り抜け空間を改修し、より空間の特徴が強調される形へと更新する。改修
は外観にも特徴を与え、路地は遠野町家のシンボルになる。

■川を歩く親水空間
　街の南側に、鍋倉城の内掘りである来内川が流れている。市街地の中でも文化的な施設が集
まっている来内川沿いに、遊歩道を設ける。川を傷つけないよう、擁壁を基礎に見立てて、川
に触れずに護岸の道を形成する。市街地に今までなかった、親水空間を作る。

■既存の広場の利用
　再開発の中で作られた蔵の道広場や歩道は、かつての背割り道路を彷彿とさせる空間である。
一部にパドックを作ることで、ここで行われる乗馬や調教は日常的に人々の目に触れ、場所の
使われ方に多様性が生まれる。

■「背割りの縁」
　町全体では、人の領域に馬の道があるのに対し、背割り内ではそれを逆転させた人の道を通
す。これはかつての「背割り道路」を実際の道として可視化させたものである。パドックを縁
取る「駒寄せの道」とその中を歩く「背割りの道」によって、人と馬の空間のバランスをとる。

■2棟並びの町家 (空き家 )
　この 2件並びの空き家は、非常にシ
ンプルな遠野町家の構成をしている、
２棟を一体にした建物として計画し、
フレキシブルな空間を作る。

■3軒長屋 (空き家 )
　左の空き家の奥に建つ、小さな平屋
の小屋を、未完の馬付き住宅としてス
タートさせる。周りの計画に合わせ、
馬の領域や人の範囲が広がっていく。

■生業をもつ町家
　現在も商う町家を 2軒抽出し、改修
のモデルとする。最小限の改修で町家
を更新し、それぞれの町家に合わせた
馬との暮らし方を提案する。

空間をつなぐネットワーク 人々の関係をつなぐネットワーク 町家に囲まれた放牧地のイメージ

通りから見た町家のイメージ

裏庭側から見た町家のイメージ

路地改修後のイメージ

路地改修後のイメージ

護岸を歩く遊歩道のイメージ 護岸の遊歩道：断面図　S=1/60

路地改修の基本断面図 S=1/60 通り沿いの駐車場の現状

遠野町家改修のモデル街区：敷地図

蔵の道広場の現状

計画地の航空写真

計画地の航空写真

駐車場の前面一部をパドックにしたイメージ

蔵の道広場の一部をパドックにしたイメージ

２棟並びの町家：外観 3軒長屋：外観 生業をもつ町家 (和菓子屋 )：外観

蔵の道ギャラリー

物見山

蔵の道広場

仲町通り

遠野城下町資料館

蔵の道ギャラリー

蔵の道広場

一日市通り
中央通り

伊藤家
鍋倉山

とおの物語の館

一日市通り

中央通り

伊藤家

とおの物語の館

来内川

仲町通り

一日市通り

生業をもつ町家 (和菓子屋 )

３軒長屋 (空き家 )

生業をもつ町家 (畳屋 )
２棟並びの町家 (空き家 )

市庁舎

商業施設「とぴあ」

中央通り

遠野駅

N

N

N

背割りの縁 (左 )・駒寄せの道 (右 ) 断面図　S=1/50
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■床
　無垢ラーチフローリング t=15 w=135
　構造用合板 t=12
　根太 75x75@955/3
　断熱材 t=75(根太の間)　

■床
　コンクリート金ゴテ仕上げ
　コンクリートスラブ t=120
　砂利 t=100 

■ロウジ屋根
　ポリカーボネート

■ロウジ架構
　遠野産松材 50x150@955

■貫
　50x150

■縁台
　唐松甲板 t=30 w=135
　根太 65x75@955/3
　大引 90x90

■天井
　構造用合板 t=12

梁 150x150@955桁 180x250

束 65x65@955

2865 4775 5730

梁 120x180@1910

柱 150x150

477.5 477.5 477.5

人を迎え入れる土間

X13X14X15X16 X12 X11 X10 X09 X08 X07 X06 X05 X04 X03 X02 X01

複層ガラス
　空気層 t=16

居室2居室1 居室3

光溜まりの廊 事務所

Y21 Y20 Y19 Y18 Y17 Y16 Y15 Y14 Y13 Y12 Y11 Y10 Y09 Y08 Y07 Y06 Y05 Y04 Y03 Y02 Y01

▽2FL

▽1FL

▽軒桁高さ

▽最高高さ
▽棟木高さ

▽土間高さ
▽GL 15

0
45
0

24
00
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50

17
00

■外壁
　ポリカーボネート
　胴縁 60x60

■屋根
　ポリカーボネート
　垂木 45x90@955/3
　梁 120x120

土間とつながる常居馬が覗く土間 町家をつなぐ光溜まりの路
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■土台
　150x150

■根太
　45x90@477.5

■ウッドデッキ
　遠野産唐松:90x30
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■トップライト
　ポリカーボネート

■突き出し窓
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■FIX窓

■ブレース
　45x90
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■全体平面計画
　　一つの街区の中に放牧地を作り、路地を通じて通りや他の街区と繋がっていくような計画を行う。今回の街区には、いくつかのバリエーションを持った遠野町家が現存し、それらの構成や状況に適した、改修を施していく。1年目に計画する３軒長屋の活用に加え、4棟の町家の改修、
敷地を共有した馬と人の居場所作りを行う。本計画では、市街地の町家という状況で、どのように馬と共存し、豊かな環境が作れるかという実験でもある。まず、街区内に馬が最低限暮らせる状況を作り、そこから町家に馬が食い込めるような土間ができたり、路地を通り抜けできたりといっ
た、外へ外へと広がっていくような空間が、建物や敷地を飛び越えて、作られ使われている環境を作る。　

生業をもつ町家 (和菓子屋 )・増築する馬屋 断面図　S=1/60 2 棟並びの町家 短手断面図　S=1/60 2 棟並びの町家 長手断面図　S=1/60

全体平面図　S=1/200

■生業をもつ町家 (和和和菓子屋 ))屋屋屋屋子子子菓菓菓和和町町町町町町町町町町町家町町家家家町町家町家町町家町家町家町家
和菓子屋を営む町家をを一部改修する。既存の家族に加えて、のの存存存既既既。るるすすす修修修改改改部部部部一一一をを 家家家族族族族ににに加加加えええててて、むむ

厩務員として雇用された人が空き部屋を借りて生活をする。人が空き部屋を借りて生活をする。空き部屋を借りて生活をする人が人が人人ががが空空空きき部部部屋屋屋をを借借借りりてて生生生活活活ををすすするるる。たた用用

■駒寄せの道
人が回遊する小高い「道」であると共に、馬が暮らす居場所「小小

を作る「柵」でもある。もももももももももあああああああもあもあもあもあもあもあ

■生業をもつ町家 (畳屋 )
　畳屋を営む町家の一部に馬の部屋を作る。住民と馬が同じ屋
根の下で暮らす、かつての馬宿のような空間を再生させる。根 、

■2棟並びの町家
　空き家 2棟を一体とし、地域の人と
馬や、それに関わる人が交流する場を
作る。。るる作作作作

■3軒軒長屋軒 屋長屋軒長屋軒3軒長屋
放牧地に放放　空き家の奥に建つ、2間間口の部屋がき家の奥に建つき家の奥に建つ奥家の奥に建き家の奥に建つき家の奥に建つ家 2間間口の部屋が並ぶ平屋を、放2間間口の部屋が並ぶ平屋を、放並ぶ を、間間 の が並ぶ を 放が並 放が並 、放部間 の部2間 の部2間間間間間口口口のの 並ぶぶぶ平平平屋屋屋屋ををを、

建つ馬屋兼宿舎とし、等価な空間で馬と人が過ごす。馬屋兼宿舎とし馬屋兼宿舎とし宿馬屋兼宿舎とし馬屋兼宿舎とし馬屋兼宿舎とし 等価 空間 馬 人 過ご等価な空間 馬 人が過ごす等等価価価なな空空空間間間 人人人ががが過過過過ごごごすすす

割■背割背割背割割割■■■背背背割割りの縁りりのののの縁縁縁縁
つての住民の交流場所であった背割り道路を、「道」とし場所であった背所であった背所であった背所であ た背所 あ 背 とととととしししししししととと「路　かつかつかつかつか ての住民の交流ての住民の交流場てののの住住住民民民ののの交交交交流流流
構築し、「おどしぇっておぐれんせや」の文化を再生させる。てておぐれんせやておぐれんせやておぐれんせやておぐれんせやておぐれんせや るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるせ生化て再構再構て再構て再構て再構築し、「おどしぇっ築し、「おどしぇっ築しし、「おおおどどししぇぇっ

牧地地地地■放牧■放牧■放牧■放牧■放牧
区の中にある空地は、馬が自由に場所を選びながら生活す、馬が自由に場、馬が自由に場、馬が自由 場馬が自由に場馬が自由に場の中にある空の中にある空の中にある空の中にある空中 ある空　街区街区街区街区街区
牧地地となる。地地となる。地となる地となるる放牧放牧放牧牧牧るる放放放牧牧

・仮設の外部階段段段
　貸し出した部屋に、住人住住人とは別動線入るための階段。人人人 階人とは別動線入るための階段。人とは別動線入るための階段人とは別動線入るため 階段屋屋

・縁側と連続するデッキテキキテラステテテテラステラステラスるる
町家と馬屋をつなぐデッキは、バッファーゾーンとして住民デデ 、 住民ッキは バッファ ゾ ンとして住民ッキは バッファ ゾ ンとして住民ゾつ

と馬の暮らしを隔てつつ繋つつ繋いでいる。繋繋繋繋いでいる。繋いでいる繋隔隔

・増築する馬屋
デッキに連続するように増築する馬屋は、「背割りの縁」と「駒ににに増増増築築築すすするる馬馬馬屋屋屋はは「「背背背割割割りりののの縁縁縁」とと「駒駒駒ううすす
寄せの道」と一体となり、日常的に人の目に触れる場所になる。、、日日常常常的的的ににに人人人のの目目ににに触触触れれれるるる場場場所所所所ににになななるる。りり体体体体体体体体体体体と体体と体体体体体一体と体と体体体体体

・祠へと向かう道道道
　敷地に残る祠へと向かかかう参道を作る。。るるる作作作をを道道道参参参うううへへ

緩衝・居室との緩緩居室との緩・居室との緩居室との緩緩緩衝空間となる縁側衝衝衝 る衝空間となる縁側衝空間となる縁側衝空間 な 縁側
放すると同時に、縁側に壁と建具を設ける　路地を解放放路地を解放路地を解放路地を解放すると同時に、縁側に壁すると同時に、縁側に壁にす 同時 縁側 壁すると同時に 縁側に壁すると同時に 縁側に壁 設設設設設設設設設設設設設けけけけけけけけけけけけけけと る。生活感る。生活感る 生活感る 生活感る。生活感
とプライベートを守ることを両立する空間の溢れ出しととの溢れ出しとの溢れ出しと溢れ出し プライベートを守ることプライベートを守ることトプライベ トを守る とプライベートを守ることプライ トを守ること 空空空空空空空空空空空空るるる空間間間間間間間間間空空空空空空空空空間間間間間間間間間間間間間間空間を となる。となるとなるとなる。

す・馬を生業とを生生生業業業ととをを馬馬馬・ する拠点すする拠点点点点拠拠拠るるるすす
す馬を管理するオフィス。　街で暮らすすででで暮暮暮らら街街街 す馬を管理すす馬を管理す理理理す管管管をを馬馬馬す
に活動を発信する。るる積極的に街にに的的にに街街街にに的極極極積積積積 に活動を発信すに活動を発信すをに活動を発信すに活動を発信すに活動を発信す

アする附属屋の風呂場場場場場場・シェアするアするェシ アシェア 附属屋の附属屋の屋附属屋の附属屋の附属屋の
に残る水回りを残しし、このエリし、このし このエリし このエリし、この リ　町家家町家町家町家 る水回りをる水回りを回る水回りをる水回りをる水回りを
らす関係者の風呂場とする。アで暮らら暮アで暮らアで暮らアで暮ら 関係者の風関係者の風者関係者の風関係者の風関係者 風

つながる「常居」」」・両土間とつつ土両土間と・両土間とつ両土間とつながる「常居ながる「常居ながる「常居ながる「常居ながる 常居
におけるリビンングの空間でングの空間でで間間間空空空のののググンン でで空間空　遠野町家にに野遠野町家に遠野町家に遠野町家におけるリビにおけるリビるにおけるリビにおけるリビけ リ
を踏襲する。暮らす人にとっらす人にとっ人すすすらら っっす人にとっ人にとっ人にとある「常居」をを「「ある「常居 をある 常居」を常居」 踏襲する。暮踏襲する。暮す踏襲す 暮踏襲する 暮踏襲する 暮
グ、地域にとっては集会所、っては集会てては集会所ては集会所っては集会所、てはリビンググリビ グてはリビングてはリビンググ、地域にとっグ、地域にとっ域グ 地域にとグ 地域にとっグ、地域にとっ
ってはクラブハウスと、様々ウスと、ウスと 様々ウスと 様々ウ と、様働く人にとっっ人働く人にと働く人にとっ働く人にとってはクラブハてはクラブハクてはクラブてはクラブハてはクラブ
がな使われ方ががわな使われ方がな使われ方がな使われ方がができる。が きができるができる。

道と・駒寄せの道道駒寄せ 道・駒寄せの道駒寄せの道とつながる座敷と 座とつながる座敷とつながる座敷と ながる座敷
けると馬屋と一体となる座敷。馬と人が暮　建具を開けけ建具を開け建具を開け建具を開けると馬屋と一体となる座ると馬屋と一体となる座一体 座ると馬屋と 体となる座ると馬屋と 体となる座馬屋 体 座敷 暮らしを共暮らしを共暮ら 共暮らしを共暮らしを共
となにする空間ととにする空間とにする空間とにする空間となる。なななるなる。

・人を迎え入れる土間迎え入れ迎え入れ迎え入迎え入迎え入迎え入 間間
に立ち寄立立アルコーブのように窪んだ空間は、地　アアアアアルコーブのようルコーブのようブルコ ブのようルコ ブのようブ ように窪んだ空間は、に窪んだ空間は、、ははは間間間空空空だだだんんん窪窪に 地域の人が気軽に地域の人が気軽に地域の人が気軽に地域の人が気軽に地域の人が気軽に地域 人 気軽

待合所のような場所る待待る待る待る待合所のような場合所のような場合所 う 場合所のような場合所のような場場所である。所 。るるああででで所待合

の馬・町家の中のの家 中町家の中の町家の中の馬屋馬馬屋馬屋馬屋
　町家の一部を減築し、馬の居場所を作る。放牧地と町家 部町家 部を減築し、馬の居場所を減築し、馬の居場所馬を減築し 馬の居場所を減築し 馬の居場所を減築し、馬 居場所 地地牧牧地地地ととと牧牧牧地地地地地地地牧牧牧地地地地地地地地ととと牧地地地地地地地地地作 と地続きとと地続きと地続きとと地続きと続
空間は、馬にとっての自室である。なる空空なる空なる空なる空 馬にとっての自室である馬にとっての自室であるの馬 自室馬にと ての自室である馬にとっての自室である

が顔を覗かせる土・馬馬馬が顔を覗かせる土が顔を覗かせる土かが顔を覗かせる土が顔を覗かせる土が顔を覗かせる土土間土間間間を覗か
れた土間たた町家の一部を減築し、半屋外化する。　町町町町町家の一部を減築家の一部を減築部家の 部を減築家の 部を減築家の 部を減築し、半屋外化するし、半屋外化するすすす化化化外外外外屋屋屋半半半し 放牧地に開かれ放牧地に開かれ放牧地に開かれ放牧地に開かれ放牧地に開かれ放牧地 開かれ減築

馬が気ままに建築に入り込む余地をは、ははは、馬が気ままに建馬が気ままに建馬が気ままに建馬が気ままに建馬 気 建築に入り込む余築に入り込む余築に入り込む余築に入り込む余築に入り込む余 与える。与与える与える与 。に入

・働きながら暮らす宿舎・働き・働き・働き働き がら暮らすがら暮らす
間借りして借借牧地にせり出すような部屋は、まる　放牧牧放牧放牧放牧地にせ うな部屋はうな部屋はは屋屋屋部部部ななううにせせせせ地にせにせせせせ地地地ににせに地にせに地にせ地地地地 るで放牧地に間るで放牧地に間るで放牧地に間るで放牧地に間放牧地 間

しているように感じ暮らしし暮ら暮ら暮ら ている じる。じる。。るるじるるるるるいいいているてててていいいいい

屋を横切る背割りの縁・長屋屋長屋・長屋長屋 横切 の縁の縁縁縁縁の切切切切切切切切切切切切切切切横横横切切切切切切切横横横横横横切横横横横横横横横横横横横横横
と人の空間を区切るのは、路地のような通り土間である。で　馬馬馬　馬
独自の空間を踏襲し、人馬共存の空間を作る。遠野独独遠遠野独遠野独野独

のた・馬のの馬の・馬の馬のための個室たため 個室ための個室ための個室
ともと人の空間だった建築を、馬の個室へと改修する。同すす　もととももも もと人の空間だもと人の空間だもと人 空間だもと人の空間だもと人の空間だ の馬
間を共有することで、馬文化再生の先駆けとなる。じ空間間じ空間じ空間じ空間を共有することを共有することを共有することを共有することを共有すること の先駆けとの先駆けと化再

庫


